
数学 NO.３６
〈解答〉
1　⑴　 2 　　⑵　 a＝－ 1 ， b＝ 4 （両解）　　⑶　y＝ 2 x ＋ 4
2　⑴　144π㎝3　　⑵　 4 ㎝　　⑶　36π㎝２

配点　各 2 点　12点満点

〈解説〉

1　⑴ 　点Ａは関数㋐のグラフ上の点なので，関数㋐の式であるy＝ 1
2 x2 に x ＝－ 4 （点

Ａの x 座標）を代入して，

　　　　　 y＝ 1
2 ×（ － 4 ）2

　　　　　 ＝  8
　　　点Ａと点Ｂの y 座標の比が 4 ： 1  なので，点Ｂの y 座標は

　　　　　 8 × 1
4 ＝ 2

　　　 である。なお，点Ｂも関数㋐のグラフ上の点なので，関数㋐の式である y＝ 1
2 x2 に 

y＝ 2（点Ｂの y 座標）を代入すると，

　　　　　 2 ＝ 1
2 x2

　　　x＞ 0 なので，
　　　　　  x＝ 2  
　　　よって，点Ｂの座標は（ 2 ， 2 ）である。
　　⑵ 　点Ａは関数㋑のグラフ上の点なので，関数㋑の式であるy＝ax＋bに点Ａの座標

より x＝－ 4 ，y＝ 8  を代入すると，
　　　　　 8 ＝－ 4 a ＋ b …①
　　　 点Ｂも関数㋑のグラフ上の点なので，関数㋑の式であるy＝ax ＋ bに点Ｂの座標よ

り x＝ 2 ，y＝ 2 を代入すると，
　　　　　 2 ＝ 2 a ＋ b  …②
　　　①，②を連立方程式として解くと，
　　　　　 a ＝－ 1 ，b＝ 4
　　　以上より，関数㋑の式は
　　　　　 y ＝－x ＋ 4
　　⑶ 　Ｃ（ 0 ， 4 ）よりＯＣ＝ 4 なので，これを△ＯＡＣ，△ＯＢＣの底辺とすると，

Ａ（－ 4 ，8 ），Ｂ（ 2 ，2 ）より，△ＯＡＣの高さは 4  ，△ＯＢＣの高さは 2 となる。よ
って，

　　　　　△ＯＡＢ＝△ＯＡＣ＋△ＯＢＣ



　　　　　　　　＝ 1
2 × 4 × 4 ＋ 1

2 × 4 × 2

　　　　　　　　＝ 12
　　　点Ｃを通る直線とＯＡの交点を点Ｐとすると，
　　　　　△ＰＡＣ＝△ＯＡＢ ÷ 2
　　　　　　　　＝12÷ 2
　　　　　　　　＝ 6
　　　となるので，
　　　　　△ＯＰＣ＝△ＯＡＣ－△ＰＡＣ
　　　　　　　　＝ 8 － 6
　　　　　　　　＝ 2
　　　になる。△ＯＰＣの底辺をＯＣとしたときの高さを h とすると，

　　　　　 1
2 × 4 × h ＝ 2

　　　これを解いて，
　　　　　 h ＝ 1
　　　 より，点Ｐの x 座標は－ 1 である。よって，線分ＯＡの式 y ＝－ 2 x に x ＝－ 1 を代

入して，
　　　　　 y ＝－ 2  ×（－ 1 ）
　　　　　   ＝ 2
　　　点Ｐ，Ｃを通る直線の式を y＝mx ＋ 4 とおき，x＝－ 1 ，y ＝ 2 を代入して，
　　　　　 2 ＝－m＋ 4
　　　これを解いて，
　　　　　 m ＝ 2
　　　以上より，求める直線の式は
　　　　　 y ＝ 2 x ＋ 4

2　⑴　図 1の容器は半径 6 ㎝の半球なので，その容積は

　　　　　 ４
３ π×63× 1

2 ＝144π〔㎝3〕

　　⑵ 　図 2の容器の底面は半径 6 ㎝の円なので，⑴で求めた144π㎝3の水を入れたとき
の高さを h cm とすると，

　　　　　 π×62× h ＝144π
　　　という方程式が成り立つ。これを解いて，
　　　　　 h ＝ 4 〔㎝〕
　　⑶　平面ＯＡＢ，ＯＡＣは，半径 6 ㎝，中心角90°のおうぎ形なので，その面積は

　　　　　 π×62×  ９0°
 360°＝ 9 π〔㎝２〕

　　　平面ＯＢＣは，半径 6 ㎝，中心角60°のおうぎ形なので，その面積は



　　　　　 π×62×  ６0°
360°＝ 6 π〔㎝２〕

　　　また曲面ＡＢＣは，半径 6 ㎝の球の表面積の

　　　　　 1
2 × ６0°

360°＝ 1
１２

　　　にあたるので，その面積は

　　　　　 4 π×62× 1
１２ ＝12π〔㎝２〕

　　　以上より，図 3の立体の表面積は
　　　　　 9 π× 2 ＋ 6 π＋12π＝36π〔㎝２〕


